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メールをいただくかな、と心待ちにしていた。他

の３人の先生方は年齢が少しだけ上のこともあっ

て、僭越ながら勝手にお兄さんのように思わせて

いただいていた。先生方と10年間ご一緒させてい

ただいたこと、いただいた数々の励ましの御言葉

は私にとって一生の財産である。

　まだまだ大変お世話になった先生方に感謝の気

持ちを十分お伝えできていないことと思うが、専

修大学には本当に素晴らしい先生方とスタッフの

方々が揃っていらして、皆様にご指導いただきな

がら勤務させていただけたことを本当に有難く、

そして誇りに思う。先生方、皆様方のご健康と益々

のご発展を祈念して、御礼と感謝の言葉とさせて

いただきたい。

マンハッタン滞在記
――震災直後の渡米は驚きの連続でした――

英語英米文学科　　黒　沢　眞里子

　昨年、長期在外研究でニューヨークのコロンビ

ア大学で一年間研究生活を送り、貴重な体験をし

てきた。そもそも、アメリカに出発したのが、東

日本大震災から10日後のことで、電車も止まり、

ガソリン不足で自動車も使えなかった。かろうじ

て飛行機は運航していたが、自宅のある群馬県か

ら成田まで行く手段がない。ようやくLPガスで走

るタクシーのことを知り、高い料金を払って何と

か成田に到着し予約した飛行機に乗り込むことが

出来た。

震災支援一色のニューヨーク

　ニューヨークに着いてみると、街中が（と言っ

ても大袈裟ではなく）東北地方を襲った津波の映

像に大きなショックを受け、日本の震災に心を痛

めていた。道を歩いていると、見知らぬ人がよっ

て来て、「あなた日本人？ご家族は無事だった？」

と話しかけてくるし、レジでお金を払おうとする

と、「大変だったね」と声をかけられた。日本支援

のチャリティ活動があちこちで開かれ、コロンビ

ア大学のミラー・シアターでは、オノ・ヨーコの

チャリティー・コンサートが企画され、チケット

は早々と売り切れていた。新聞を広げると「Japan」
という言葉が目に飛び込んでくるし、街を歩いて

いても、あちこちに「Japan」と書かれたポスター

が目につく。ニューヨークは夏頃まで「Japan」色

一色に染まり、多額の寄付金が集められた。そして、

帰国間際に参加した震災１周年式典では、「ニュ

ーヨークはあなたたちのことを忘れない」という

垂れ幕が下げられ、心を打たれた。ニューヨーカ

ーたちのこのような気持ちが日本にきちんと伝わ

ったのだろうか。

ネットでアパート捜し

　私のNY生活は、ニューヨーカーたちの日本に

対する暖かい心を知ることからスタートした。コ

ロンビア大学のアメリカ研究センターの客員研究

員としての生活が始まる訳だが、一番心配したの
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は、大都会ニューヨークでのアパート捜しだった。

今回私が利用したのは、大学関係者が住宅情報を

交換するウェブサイトで、渡米前にそこで大学キ

ャンパス内にある便利なアパートを見つけること

ができた。ウェブということもあり、現地に着く

まで騙されてはいないか不安な気持ちもあったが、

幸い、アパートは戦前の古いビルではあったもの

の、コロンビア大学のメインキャンパスを見下ろ

す好立地の場所にあり直ちに気に入った。ちょう

ど大学図書館の真後ろで、図書館のフリーWi-Fi

も使え、まるで図書館分室のような環境で研究を

始めることができた。

コロンビア大学のキャンパス

　コロンビア大学のモーニングサイド・キャンパ

スは、セントラルパークの北端110丁目からさら

に４ブロック北上した114丁目あたりから120丁目

に至る長方形のコンパクトなキャンパスだ。北側

には、ティーチャーズ・カレッジ、西側にはバー

ナード・カレッジ（女子大）が隣接し、どこにで

も短時間で歩いていける便利さがある。

　コロンビア大学は、1754年に創設された米国で

５番目に古い大学であるが、創設当時は、マンハ

ッタンの南端、ウォールストリート近くにあった。

それが19世紀半ばに、現在ロックフェラーセンタ

ーがあるミッドタウンの49丁目に移動し、19世紀

末にはさらに北上し、現在のアパーウェストのモ

ーニングサイドに移転した。マンハッタン北上に

伴い、大学の名称も、アメリカ独立後にキングス・

カレッジからコロンビア・カレッジと変更された

ものが、さらに「カレッジ」から「ユニバーシティ」

となった。折しも、その数年前（1892年）にはコ

ロンブスのアメリカ「発見」400周年がアメリカ

で盛大に祝われ、またNYが文字通りEmpire 
City、メトロポリスとなりつつあるような時代だっ

た。大学も近代的なインスティチュートとしてさ

らにパワーアップをはかろうとし、女子教育のバ

ーナード大学も設立され、それも取り込み、新た

なurban academic villageの創造を目指したのだ

った。その精神がキャンパスデザインにも反映さ

れ、コロンビア大学のロー記念館に代表される建

築群はまさにローマ帝国風な建築デザインとなっ

ている。

留学生のトップは中国人と韓国人

　NY到着後、キャンパスを歩いて驚いたことは、

東洋人の学生で溢れかえっていたことだ。家族ぐ

るみでキャンパスを案内してもらっている団体も

いる。彼らのほとんどが、中国人か韓国人で、日

本語はどこからも聞こえてこない。大学の統計を

見ると、私が滞在した年に入学した全学生に占め

る留学生の割合は、大学史上最高の23％だそうだ。

その中で中国人留学生は全留学生の中で54％を占

め、次に韓国、インドと続いている。15年以上も

前に、アメリカの大学のアドミニストレーション

に関する授業を聴講した折に、今後拡大する中国、

インド市場を見込んで、アメリカは語学教育を中

国語とヒンディー語にシフトする戦略をとったと

いうことを聞いた。まさにその時のアメリカのヴィ

ジョンが、そのままキャンパスを歩いているよう

に感じられた光景だった。彼らは、流暢に英語を

しゃべり、ファッショナブルで、ニューヨーク色

に染まっている。５月の卒業式近くとなると、近

所の中華レストランは中国人留学生と家族で溢れ

かえる。すっかりニューヨーカーになった留学生

と比べると、家族の方は、田舎から出て来たとい

う感じで、何かほほえましい。コロンビアの高い

授業料にきっと苦労されただろう。

安全でクリーンになったマンハッタン

　変化したのはキャンパス風景だけではない。ニ

ューヨークの街自体も大きく変化し、クリーンで

安全な街になっていた。大昔、フィラデルフィア

のペン大に留学していた時、ニューヨークに遊び

に行くとなると、全身緊張の塊となり、地下鉄な

ど怖くて乗れなかった。ハーレムなど、車で通る

時ですら、窓を閉めてこわごわ見物したものだ。

それが、今では深夜女性１人で地下鉄に乗っても
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安全だし、ハーレムをブラブラ歩くこともできる。

夜は犯罪が多発してとても危険な場所だったセン

トラルパークも、ここ何年も殺人事件の発生がな

く、夜ジョギングを楽しむ人すらいる。もちろん、

用心を怠ってはならないが、確かに安全になった。

　書店で『郊外化するニューヨーク』という本を

見つけさっそく買ってみた。再開発による都市の

ジェントリフィケーションが進み、個人経営の店

がチェーンストアに取って代わられ、大都会ニュ

ーヨークすら個性に欠ける「郊外」の様相を呈し

てきたという内容だ。以前、ニューヨークのアフ

リカ系アメリカ人の店員やチャイナタウンの中国

人従業員など、いつも固い表情で、話しかけるの

がちょっと怖わかったが、今回の滞在では、彼ら

の表情は明らかに軟化し、ときどき「白人のよう

な笑顔」（うまい表現が思いつかない）を見せるの

に驚いた。世代が変わって生活が豊かになり、表

情にすら「ジェントリフィケーション」が進行中

ということか。

研究環境の変化――デジタル化

　研究環境もまた、大きく変化したようだ。コロ

ンビア大学で研究を始めるにあたって、まずはど

のような資料が使えるか、図書館のワークショッ

プに参加した。多くのデジタル資料が利用可能と

分かった。しかし、それぞれが異なるデータベー

スなので、この研究ならこれが使えるという分野

別案内がつくられているが、それぞれの検索の仕

方などいちいち学んでいかなくてはならない。さ

らには、検索したデータを論文で使う際にすぐに

bibliographyをつくれるEndNoteやZotero、質

的データ分析ソフト VN ivoなどを勉強した。

NVivoは、音声や図像にタグ付けできるので、定

性調査には便利なソフトで、私の柳の図像調査分

析に使えるのではないかと考えている。

　このようにして、学生が去って大学が閑散とし

た６月は、ワークショップに通い詰める日々であ

った。それは、まるでレストランに入ったものの、

メニューばかり研究して、肝心のお料理に手をつ

けられない状況に似ていないでもなかった。

　膨大なデジタル資料を前にして感じたことは、

データベースを定期購入できる大学の資金力によ

って、研究環境に大きな差が出るのではというこ

とだった。私の研究に関するものだけでも、18、

19世紀の新聞・雑誌、南北戦争時代の手紙や日記、

アメリカの大学に提出された博士論文・修士論文

などがあり、キーワード検索で即座に文献を読む

ことができた。最近の博士論文は、文中で参照さ

れている記事や文献などにリンクが貼られていて、

そこをクリックするとその出典に飛んでくれるの

で大変便利だ。その点、資金力のあるコロンビア

大学で研究できたことは、幸運であった。将来、

大学間の研究環境の格差が広がることが懸念され

る。

本屋が廃業？

　このような資料のデジタル化の影響なのか、本

もeBookとして図書館のサイトからダウンロード

できるせいか、大学の本屋（といっても、 aB rns 
& Nobleが入店）に人がまばらなのが気になった。

アメリカの大学町に滞在する一つの楽しみは、書

店を訪れることだ。大学近辺の書店には、たいが

い学生や教員で溢れている。以前短期滞在したハ

ーヴァード大学には周辺に多くの書店がありにぎ

わっていた。しかし、コロンビア周辺には、教科

書を扱う本屋はあっても、それほど賑わってはい

ない。教員の姿をほとんど見かけない。授業の資

料もPDFの形で送られてくるし、紙媒体離れはか

なり急激に進行しているのかもしれない。現に、

書店大手のボーダーズが昨年２月に倒産している。

コロンビア大学の授業風景

　研究に加えて、９月の新学期が始まると、コロ

ンビア大学の授業をいくつか聴講させてもらった。

教員になると、他の教員の授業を聴講する機会は

なかなかないので、これはとても勉強になった。

授業の運営方法などいろいろヒントを得た。１時

間15分の授業が週２回あり、その間に、TAを中
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心とした学生だけのディスカッションの日が設け

られている。講義科目は、受講生だけでなく、教

員の準備もかなりきつい。１期が終わると、教員

はくたくたとなり、次の１期では講義はもたずに、

セミナーのような少人数のクラスが中心となる。

その為、講義の１期間、教師は全力で授業にあたる。

　学生たちは、教室にパソコン（ほとんどがMac-
Book Air）を持ち込み、教師が話しだすと、すぐ

さまキーボードを打ち始める。板書はほとんどな

く、早口の話が、たちまちのうちに文書に変換さ

れていく。講義を聴くより、パソコンを覗き見る

方が理解しやすいほどよくまとめられている。大

教室でも私語はいっさいない。これは見習うべき

点と思い、帰国後講義（200名近い規模）での私

語を厳重に注意するようにしたら、受講生の評判

がすこぶるよい。静かな教室だと集中できたとコ

メントが多数寄せられた。私語はないが、コロン

ビアで驚いたのは、学生が教室で飲食をすること

だ（少数ではあるが）。教授の話を聞きながら、

弁当を食べている風景には閉口した。他の学生の

迷惑にならない限り許されるのだという。でも、

講義を聴きながらの飲食は、まるでテレビや映画

鑑賞をしているような印象を受ける。大学の授業

も彼らにとってはサービス供与のひとつなのか。

ニューヨーク、やはり最高

　これまでアメリカでは、フィラデルフィアとミ

シガン大学のあるアンナーバーに長期滞在したこ

とがある。最初は大学院の学生として、次は30代

にビジネススクールの聴講生として、それぞれの

街で貴重な体験をした。今回は、もちろん研究目

的に合致した場所としてニューヨークを選んだの

だが、それに加え、１年間で多くのことを吸収で

きる刺激的な場所を希望してマンハッタンを選ん

だ。それは大成功だった。喧噪のニューヨークを

嫌うアメリカ人も数多くいるが、ニューヨークが

人を引きつける強力な力をもっていることは確か

だ。その魅力で、著名人が自らここにやって来て

くれる。昨年はニューヨーク歴史協会の南北戦争

150周年の企画に、ハーヴァード大学のファウス

ト学長がやって来た。前年に彼女が書いた本を『戦

死とアメリカ――62万人の死の意味』として翻訳

し、ファウスト学長は出版を心待ちにしてくれて

いた。出版された本を、主要新聞の書評とともに

送り、ぜひボストンに挨拶に行きたいと思ってい

たところだった。プログラム終了後、ものものし

くボディガードに守られた学長に初めてお目にか

かった。写真よりもずっと若々しく、教え子の女

性たちに囲まれてとても幸せそうだった。その他、

NY滞在中、『ヴァージニア・ウルフなんかこわく

ない』のエドワード・オールビー、『ラグタイム』

のE・L・ドクトロウ、そして帰国間際には、文芸

批評家のハロルド・ブルームの講演を聞くことが

できた。チョムスキーのバーナード大学の講演会

では入場希望者の長蛇の列ができた。また、NY

到着後すぐに、ドナルド・キーンのコロンビア大

学最後の記念討論会にも出席した。

　ニューヨークの美術館や博物館も頻繁に通っ

た。自宅からセントラルパークを経由して徒歩40

分の距離にメトロポリタン美術館があった。近く

には、ユダヤ博物館、グーゲンハイム、ホイット

ニー、フリッツ・コレクションなど世界的に有名

な美術館・博物館がある。自宅から徒歩１時間圏

内に世界に名だたる文化施設が集中していること

は、幅４キロ、長さ20キロの島のマンハッタンの

メリットだろう。ここにいるだけで、世界の方から

やってきてくれるのである。

さいごに

　以上NY滞在の一端を報告させていただいた。

肝心な柳の研究のこと、ニューヨーク公共図書館

での初期葬業界誌の研究のこと、そして、本学創

設者の１人相馬永胤先生のコロンビア大学時代の

調査など触れることができず、別の機会に報告さ

せていただきたい。短い１年間ではあったが、ほ

んとうに多くのことを体験し、学ぶことができた。

このような貴重な機会をいただいたことに深く感

謝申し上げたい。


